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河川生態系管理における
エコロジカルネットワークの創出

兵庫県立大学自然・環境科学研究所
兼務）兵庫県立人と自然の博物館

三橋弘宗

本日、駆け足で説明すること

１．河川生態系の地図化と目標設定に関すること

２．川の上下流の連続性に関すること
ダムや井堰による分断化
渇水による分断化

３．より広域的な生息適地評価の方法

４．まとめ ～実現化に必要なこと～

はじめに

とっても難しい用語です

エコロジカルネットワーク

• 生物間の相互作用に関すること

• 生息場所どうしのつながりのこと
• 生息場所の多様性と広がり
• 生息場所の連続性 ⇔ 分断化
• コリドー（回廊）の設置
• メタ個体群の保全と再生

研究事例が増えてきた

最近になって
発展してきた

新興分野

FULLERTON AH et al. 2010

こんなイメージでしょうか？

エコロジカルネットワークのイメージ図

×

×
水域と陸域のつながりについて

少し科学的な観点から考える
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周辺環境の多様性は種の多様性に影響する

ハビタットの多様性

鳥
類

の
多

様
性

スペイン・イベリア半島におけ
る鳥類分布情報モノグラフか
らのデータをもとに、ハビタッ
ト（植生タイプ）の多様性との
関係をプロットした研究

Hortal, J et al (2013). Species 
richness can decrease with 
altitude but not with habitat 
diversity. PNAS, 110(24), 
E2149-E2150.

森から川への餌供給が大切になる

Kawaguchi et al.(2003) Ecology.

北海道大学苫小牧演習林
での大規模操作実験

落下昆虫

付着藻類

水生昆虫

移出

魚

減少

増加

×

川の存在が鳥類の存在に大きく寄与する

北海道東部における鳥類の個体数と多様性に及ぼす水系
ネットワークの役割に関する研究

Iwata,Mitsuhashi & Urabe (2009) 
Conservation Biology.

川からの距離

個
体

数
へ

の
影

響

個
体

数

水系の密度

合流点の存在が希少植物の存在に関係する

兵庫県の14水系における絶滅危惧植物の分布と河川長お
よび合流点数との関係に関する研究

⇒ 合流点大切だけど、護岸や堰も多すぎる

Osawa,Mitsuhashi & Ushimaru (2011) Aquatic Conservation.

合流点
河川長
交互作用
切片

合流点
河川長
交互作用
切片

絶滅危惧種の分布 河川構造物量

合流点での生態系
管理はとても大切

支流との繋がりが個体群の安定をもたらす

筒巣性のトビケラ（Neophylax koizumii）の大発生
・支流は個体数は少ないが安定している
・本流は個体数は多いが不安定である

本流

支流

愛知県寒狭川 Mitsuhashi H (1998). 

周辺のため池面積も水草の多様性に影響

兵庫県南部のため池の水草調査の結果を分析
⇒ 周辺500～1000ｍの範囲が影響するようだ

Akasaka M, Takamura N, Mitsuhashi H & Kadono Y (2010). Effects of 
land use on aquatic macrophyte diversity and water quality of ponds. 
Freshwater Biology, 55(4), 909-922.

水
草

の
種

数

ため池の表面積 ため池の表面積 ため池の表面積

抽水植物 1000ｍ 浮葉植物 500ｍ 全種 500ｍ
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もう一度おさらい

避けては通れない河川生態系の
本質的な特性だと思います

エコロジカルネットワーク

• 生息場所どうしのつながりのこと
• 生息場所の多様性
• 生息場所の連続性 ⇔ 分断化
• コリドー（回廊）の設置
• メタ個体群の保全と再生

空間スケールで扱うものが異なる

エコロジカルネットワーク

色んなスケールで考えることになる

少し大きな
スケールで考える

希少な淡水魚の分布集中
度に関する地図

モリアオガエルの潜在的な
生息適地図

ネットワークを考えるには

エコロジカルネットワーク

まずは、テーマを設定して
地図化することが大切

河川の場合は、流れによって上流～下流のつながりが明快なので、地
図化することでまとまりを理解しやすい

千種川の水温分布
（兵庫県の一番西の端）

真夏の水温を一斉に調査！
（市民約80名が参加、100地点）

・異常に水温が高い場所
・下流でも冷たい場所
・生物の分布可能レンジ

が分かる。

水温 ⇒
河川の健全性の指標

東京都におけるヒバリの生息適地図

荒木田・三橋 (2008) 保全生態学研究
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東京都におけるヒバリの生息適地図

生息可能な“草むら”は川沿いに多く残る

地図化が大切になる

Pressey et al. 2007
北海道東部

東京湾
伊勢湾

周防灘

博多湾

瀬戸内海

有明海・八代海
0 500 km

1
2
3
4
5
6

潜在的な生息種数

Arakida, Kamata & Mitsuhashi (2012) Aquatic Cons.

川を面としてとらえる

地域を見渡す羅針盤がいること

ミクロの視点からみると

保全対策としての効果は？

見事な土木工事！
上－下流の連続性が確保

大きな魚道

広域的な視点の重要性

この魚道は費用対効果
がとても悪い

⇒小さな魚道整備から！
⇒オオサンショウウオ対策
⇒希少種保護対策から・・・

流域を広域的に
ながめてみると…

魚道の設置

・回遊魚は生息していない！

・ダムにオオクチバスが多数！

オオサンショウウオが
多数生息するが、
砂防ダム等が多数

オオサンショウウオが登れる階段

コンクリ枡を設置するだけ
知ろう活かそう三田の川報告書より（兵庫県阪神北県民局）
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「 優 れ た 解 析 」
「 優 れ た 調 査 」
「 優 れ た 工 法 」

それだけで、
生物多様性が

保全できるわけではない。

全体像を捉えながら考えること

適切な視点で、適切な場所を選び、適切に対応する

>> 一連の体系（フレームワーク）がいる

調査や標本
データの取得

解析と評価

魚道の設置など
（何もしないを含む）

対策の実践

この８つの整備が候補に！

河川の連続性を評価する

１つ魚道を設けるとすれば
どこにつけるのか？

魚の移動可能距離から評価

兵庫県：魚がのぼりやすい川づくり事業
（千種川水系）

大きな魚道では小わざ魚道で

滋賀県天野川 兵庫県住吉川

小さな自然再生事例集より

高時川水系の正常流量対策

瀬切れ河川における現実的な水環境確保方策検討の手引き
（滋賀県 平成27年）

正常流量対策の目標設定の新方式
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瀬切れ箇所の予測モデル 既存データをうまく使う
ＬＰデータを利用し、
河川情報をＧＩＳ上で取り扱う

予測モデル（GLMM）に使う
変数は施工を意識したものにする

解析結果の地図化

対策効果大

対策効果有

試験施工箇所
（横向き水制工）

目標設定のスキーム 何をどう対策したのか？
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何をどう対策したのか？

河川改修において低水路掘削を行う

何をどう対策したのか？

川から離れて、
周辺との関わりを考える

ラムサール条約湿地

円山川下流域・周辺水田

豊岡盆地の餌場となる生息地評価

円山川水系自然再生推進計画

円山川水系自然再生事業での整理

どこが大切な立地なのか？

・減少しつつあるハビタットの確保
・エコトーン（推移帯）の確保
・連続性の確保

生息環境の多様性とハビタットのまとまりを評価

• 河川の浅場（５０cm以下）
• 小河川および用水路の密集度
• 森林と水田の境界
• 冠水可能性のある水田
• 河畔林

森と水田が隣接するところに餌が多い

森林と接する水田



第24回リバーフロント研究所研究発表会 平成28年9月16日

8

円山川自然再生事業

アシ帯の分布 河畔林の分布冠水する水田

水田・水際・河畔林・浅場

各要素が半径１km

の範囲に密集する
地域を抽出

立地特性について
多様性
連続性 を評価

評 価 図

中ノ郷、下鶴井、野
上、加陽、戸島
浅倉

BIRD VIEW

■ＧＩＳの活用
・生態系評価
・プランニング

BUG WORKS

■グランドワーク
・保護区の設定
・自然再生の実践
・データ収集

生息場づくりを各所で展開すること

• 高水敷掘削による氾濫原再生

• 小さな自然再生の全面展開

まとめ

• 河川だけで自己完結することはほとんどない。周辺からの影響
を無視することはできない。

• エコロジカル・ネットワークを考えるための最初のステップは地
図化すること。

• 地図化だけでなく、実現可能な環境対策も含めたフレームづくり
が必要。実現可能性を担保するための小技術や要素技術の体
系化を進めるべき。

• 参加型の要素に加えて多様な主体が参画できるアクション、協
働の仕掛け、治水や観光などの副次的な取り組みへの展開を
志向すること。


